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	UNESCO 75 YEARS OF JAPAN
	オンライン会場
	[高校生によるSDGsグローバル対談]開催

	第2回カンボジア世界遺産からの探究学習会
	2026年8月2日(日)
	11:00〜13:00
	実施日
	タイムスケジュール
	アドバイザー




	日本のユネスコ加盟75周年記念事業 カンボジア世界遺産からの中継探究学習会 実施要項
	1．事業名　日本のユネスコ加盟75周年記念事業　高校生によるグローバル対談 　　　　　  カンボジア世界遺産からの中継探究学習会― 記憶を受け継ぎ、平和を問い、未来へつなぐ ― 2．趣旨　 　本事業は、日本のユネスコ加盟75周年記念事業の一環として、カンボジア・プノンペンにあるトゥールスレン虐殺資料館からの中継探究学習会を実施するものです。トゥールスレン虐殺資料館は、クメール・ルージュ政権下で多くの人々が拘束・拷問された旧S-21収容所であり、現在は、過去の人権侵害の記憶を継承し、平和について考えるための重要な学びの場となっています。2025年には、M-13、チュンエク虐殺センターとともに、UNESCO世界遺産の構成資産として登録されました。 　本学習会では、日本と台湾の高校生・大学生が現地を訪問し、カンボジアからオンライン学習会を開催します。また、地域のユネスコ協会で活動する学生等が、カンボジアに関する探究学習の成果を発表します。その後、トゥールスレン虐殺資料館からの中継学習を通して、過去の悲劇を単なる歴史的知識として学ぶだけでなく、人権、平和、記憶の継承、国際理解について考えます。本事業は、ユネスコ憲章の理念に基づき、「人の心の中に平和のとりでを築く」ための教育実践として、国境を越えた対話と探究を通して、生徒・学生が国際社会の課題を自分事として考え、未来の平和に向けて行動する力を育むことを目的としています。
	3．目的 ・カンボジアの歴史とクメール・ルージュ政権下の人権侵害について学び、平和と人権の重要性を考える。 ・UNESCO世界遺産に登録された記憶の場から、記憶の継承と平和教育の意義を学ぶ。 ・日本、台湾、カンボジアをつなぐオンライン学習を通して、国境を越えた対話と相互理解を深める。 ・高校生、大学生、地域ユネスコ協会の学生が、探究学習の成果を発表し、学びを社会へ開く。 ・ESDの視点から、過去の歴史を現在の国際課題や自分たちの行動につなげて考える。
	4．日時  2026年8月2日（日）   カンボジア時間　9時00分〜11時00分　 　　　　　　　　　　　　　　　日本時間　　　　11時00分〜13時00分  　　　　　　　　　　　　　　　※カンボジアと日本の時差は2時間です。 5．実施方法 カンボジア現地からのオンライン中継および日本国内会場との接続により実施します。 現地には、カンボジア学校支援、パレスチナ学校支援に取り組む高校生・大学生がESD研修にて参加しています。 ※文部科学省EDUーPORT応援プロジェクト令和５年〜採択事業、2025ユネスコESD賞国内選考案件
	③ カンボジア世界遺産からの中継探究学習 ・UNESCO世界遺産の構成資産であるトゥールスレン虐殺資料館からの中継学習 ・資料館の歴史的背景、記憶の継承、平和教育としての意義について学習 ・生徒・学生による質疑、対話、学びの共有


